〓視覚情報制御学　小テスト〓

【問題】視力・屈折・調節

1） 0.1指標(5m用)が3メートルで判別できた場合の視力はいくらか

2） 角膜と水晶体のおよその屈折力はそれぞれいくつか(単位を忘れずに)

3） 老視は屈折異常である。○ or ×

4） 50歳の人のおよその調節力は？

5） 遠点が1m、近点が25cmの人の調節力は？

【答え】

１）0.1×3/5=0.06

２）角膜：40Ｄ、水晶体：20Ｄ

３）×：老視は調節異常

４）2Ｄ

５）(1/0.25)-1/1=3Ｄ

【問題】視野

1） 網膜の光に対する感度は部位に関わらず一定である。

2） 視交叉の障害では、両耳側半盲がおこりやすい

3） 管状視野は視神経炎に特徴的である。

4） マリオット盲点は注視点の鼻側にみられる。

5） 緑内障に特徴的な視野異常に鼻側階段がある。

【答え】

１）×：黄斑部では感度高⇔周辺部では感度低

２）○

３）×：管状視野は心因性視力障害

４）×：注視点の耳側

５）○

【問題】光覚と色覚

1） 色覚異常の検出に用いられる仮性同色表で最も代表的なものは？

2） 日本人男性の色覚異常の頻度は何％か？

3） 第1異常の人では、赤と緑ではどちらが暗く感じるか？

4） 全色盲、視力障害、眼振を伴う疾患は？

5） 暗順応に異常を生じる最も代表的な進行性疾患は？

【答え】

1） 石原式

2） 5％

3） 赤：RGBで覚えましょう。

4） 棹体一色型色覚

5） 網膜色素変性症

（※1=Red、2=Green、3=Blue）

【問題】眼球運動

1） 上斜筋の作用は、下転、外転と××××である

2） 右上斜視の原因となる筋麻痺は、××××個ある。数字を入れよ

3） 内斜視では××××性複視が見られる(交叉か同側性かを選べ)

【答え】

1） 内方回旋

2） ４：右下転障害(右下直筋/右上斜筋)もしくは左上転障害(左上直筋/左下斜筋)

3） 同側性

【問題】瞳孔

1） 近見反応の際には散瞳する。

2） Horner症候群では罹患眼は縮瞳する。

3） Adie症候群では罹患眼は散瞳する。

4） Argyll Robertson症候群では近見反応も障害される。

5） 角膜の知覚は三叉神経による。

【答え】

１）×：縮瞳する

２）○：Horner症候群は交感神経系の障害→→副交感優位→縮瞳

３）○：Adie症候群は副交感神経系の障害→→交感優位→散瞳

４）×：近見反応は正常

５）○：三叉神経第１枝による

【問題】視神経

1） 眉毛部の鈍的外傷後に生じる急激な視力低下は何か？

2） 下垂体腺腫で生じる視野障害は？

3） 虚血性視神経症で生じる典型的な視野障害は？

4） うっ血乳頭に合併する眼球運動障害は？(片眼性?/両眼性?)

5） 視神経炎で見られる視野障害は？

【答え】

1） 外傷性視神経症（まんま過ぎやからむしろ視束管骨折じゃないかって気もする。）

2） 両耳側半盲

3） 水平性視野欠損

4） 両眼性（外転神経麻痺）

5） 中心暗点（もしくはラケット状暗点）

〓視覚病態学　小テスト〓

【問題】外眼部疾患（教授のプリントなし授業）

1） 涙液は三層の構造を有する。

2） 涙液減少症の診断にはシルマー試験を行う

3） アレルギー性結膜炎の治療には、ステロイドが必須である。

4） アトピーには、涙液減少が併発する。

5） 春季カタルでは、角膜障害が発生する。

【答え】

1） ○

2） ○

3） ×：春季カタルには必須とあるけどアレルギー全体で必須かは微妙。抗ヒスタミン薬とかのが主流じゃ？

4） ×：いや増える気がする

5） ○

【問題】前眼部疾患（教授のプリントなし授業２コマ分）

1） 角膜の機能はどれか？…①レンズ②受光体③光量調節④眼球運動⑤色覚

2） 角膜の構成成分でないものはどれか？…①上皮細胞②コラーゲン③内皮細胞④実質左房⑤形質細胞

3） 角膜疾患の診察検査に用いる機器はどれか？…①細隙灯顕微鏡②知覚計③シルマー試験紙④pH試験紙⑤ローズベンガル試薬
4） 感染症発症に直接関係ない因子はどれか？…①外傷②糖尿病③高血圧④高脂血症⑤ステロイド使用

5） プールで集団発生するのはどれか？…①角膜ヘルペス②流行性角結膜炎③咽頭結膜熱④帯状疱疹⑤急性出血性結膜炎

6） 出生直後より両眼の多量の…ここで時間切れ。

【答え】（先生曰くこの回では複数回答もアリとのこと。）

１）①

２）⑤

３）①：最適なものは？という意味で。

４）③、④

５）②、③

【問題】水晶体疾患

1） 水晶体上皮細胞は主に後嚢に存在する

2） 白内障の発生に紫外線が影響する

3） 現在、眼内レンズは主に前房内に固定される

4） 水晶体偏位は、先天性ムコ多糖代謝異常でみられる

5） ステロイド投与中は白内障の発症に注意する

【答え】

１）×：主に前嚢

２）○

３）×：最近はやってない

４）×：水晶体偏位は主にアミノ酸代謝異常(ホモシスチン尿症)や結合組織異常(Marfan症候群)で生じる

５）○

【問題】斜視・弱視

1） 遠視による内斜視で凸レンズ装用で眼位が矯正されるものは？
2） 左右の眼の屈折度数が異なるために起きる弱視は？
3） 先天白内障で起きる弱視は？
4） 社会的弱視、盲は両眼視力いくつ以下のものか
【答え】

１）調節性内斜視

２）不同視弱視

4） 視性刺激遮断弱視

5） 0.3以下で社会的弱視もしくは盲

【問題】緑内障

1） 緑内障による視野異常に、「耳側階段」がある

2） 日本人は正常眼圧の開放隅角緑内障が多い。

3） 急性緑内障発作に対して、まずアトロピン点眼が必要である。

4） 交感神経β遮断薬は房水産生を抑制させる。

5） 開放隅角緑内障治療の第一選択はレーザー虹彩切開である。

【答え】

１）×：緑内障は鼻側階段

２）○

３）×：出口が緊張して余計に房水が排出困難になる

４）○

５）×：閉塞性では穴開ける(～～切開)。開放性では道作る(～～形成)。

【問題】ぶどう膜炎

1） 免疫不全症で発症するウイルス性網膜炎は？

2） 一眼の穿孔性外傷性両眼に発症するぶどう膜炎は？

3） ベーチェット病で見られる前眼部病変は？

4） 原田病の眼外症状を２つ挙げよ(名称のみ)

【答え】

1） サイトメガロウイルス網膜炎

2） 交感性眼炎(勝手に命名アンドレ病)

3） 前房蓄膿

4） 無菌性髄膜炎、感音性難聴（髄膜炎と内耳障害でも可じゃないかと。）

【問題】網膜疾患１

1） 糖尿病網膜症の病期(Davisによる)の名称は？３つ

2） 網膜中心動脈閉塞症でみられる眼底所見は？

3） 眼底写真をみるときは、一般に切り欠きがどの方向にくればよいか？

【答え】

1） 単純性網膜症・増殖前網膜症・増殖網膜症

2） cherry red spot（⇔静脈閉塞症では火焔状出血）

3） 右上

【問題】網膜疾患２

1） 非裂孔原性網膜剥離は原因別に牽引性と滲出性に分類される。

2） 中高年では硝子体剥離に伴う網膜剥離が多い。

3） 網膜色素変性症は網膜電図では異常が認められない。

4） 未熟児網膜症活動期Ⅱ型は視力予後不良である。

5） 牽引乳頭では乳頭は鼻側に牽引される。

【答え】

1） ○

2） ○

3） ×：網膜電図で記録不可(消失)になる

4） ○

5） ×：発生上鼻側の血管より耳側の血管のほうが完成が遅い→未熟児網膜症では耳側で新生血管形成→耳側の牽引

【問題】全身疾患と眼

1） Von Graefe徴候、Mebius徴候、Stellwag徴候、Darlymple徴候は甲状腺機能低下症の眼所見である。

2） Kayser-Fleischer輪はWilson病の眼所見である。

3） Stevens-Johnson症候群では網膜色素変性症をきたす。

4） Von Recklinghausen病では虹彩結節がみられる。

5） Marfan症候群では水晶体偏位を認める。

【答え】

１）×：書いてあるのは甲状腺機能亢進症の場合。

２）○

３）×：Stevens-Johnson症候群は皮膚疾患とも関連する粘膜系疾患。網膜まで異常は起こらんやろう。

4） ○

5） ○

